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　大垣女子短期大学は1969年開学以降、56年の歴史を刻んでいる短期大学です。幼児
教育科第一部（現幼児教育学科）から始まり、1971年音楽科（現音楽総合学科）、美術科（現
デザイン美術学科）、1974年保健科（現歯科衛生学科）と5年で4学科を有する総合短
期大学となりました。開学以降、時代の流れに沿った教育改革などを施し、北は北海道
から南は九州、沖縄に至るまで、26,900人以上の卒業生が全国で活躍しています。
　現在の学科及びコース構成は、教育系分野で3年制の幼児教育学科、芸術系分野で2
年制のデザイン美術学科（マンガ・コミックイラストコース、ゲーム・CGコース、メディ
アデザインコース）と音楽総合学科（管打楽器リペアコース、ウインドアンサンブルコー
ス、ウインド・リペアコース、ピアノコース、電子オルガンコース、音楽療法コース）、
保健衛生系分野で3年制の歯科衛生学科と、3分野4学科を有する全国でも数少ない総
合短期大学です。
　各学科の特徴として、幼児教育学科は3年制である点が挙げられます。3年次には、
週のうち2日は終日保育現場で実務経験を導入しており、就職後の自信に繋がることで
しょう。また、幼稚園教諭、保育士資格を含め、認定療育士など11の資格取得が可能な
点も大きな特徴のひとつです。デザイン美術学科は、近年若者に人気のコースを揃え、
各コース長年専門分野で活躍されている教員陣で、きめ細やかな指導を行っています。
また、全てのコースの下支えとなるデッサンやクロッキー、絵画にも力を注いでいます。
音楽総合学科は、大学、短期大学では唯一の管打楽器リペアコース、ウインド・リペアコー
スがあり、充実した設備の中、リペア技術者を目指す学生が全国から集まっています。
また、ピアノコース、電子オルガンコース、ウインドアンサンブルコースの学生は、指
定の授業の単位を修得すれば音楽療法士の資格も取得可能です。歯科衛生学科は、グレー
ドの高いモニター付きユニットチェアを導入の他、マネキン実習机を1人につき1台設
置し、歯科医療現場と同レベルの環境で基礎から着実に技術を身に着けることができま
す。
　このように本学は、資格取得を目指す学科をはじめ、知識、技術を身につける学科な
ど4学科で構成されており、卒業後の進路に直結する学びの場であります。卒業時「大
変だった」「やっと終わった」であったとしても、卒業後希望職に就き何年か経過した
時に「短大での学びがあったから今の自分がある」と振り返られるような充実した2年
間、または3年間であることを期待します。
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　令和5年に「こども基本法」の施行とともに「こども家庭庁」が創設、「こどもまんな
か社会」の実現に向けた取り組みが進められています。また、令和6年4月には、改正
児童福祉法が施行され、保育現場や子ども・子育て家庭をとりまく状況は大きな転換期
を迎えることとなりました。そして今後は、人口の減少、核家族化、生活のスタイルの
変化の中、未来を支える子どもたちを社会全体で大切に育てることが必要となります。
　その中心的な役割を担っていくのは保育者であり、益々の活躍が期待されています。
　本学の幼児教育学科は、半世紀以上の歴史を持ち実践力のある保育者養成を目指して、
平成19年度より3年制の教育課程を組んでいます。1年次には、保育者、そして1人の
大人になるための基礎を学び、2年次は、保育・教育と何かをさまざまな形で学ぶこと
で夢に近づきます。3年次には、約6か月間の現場の実務を体験する保育実務研修を通
して、社会に通用する実践力を修得していきます。保育実務研修は本学3年制課程の一
番の特色であり、長期的に子どもと関わり、園の季節に応じた行事や保育の実際を経験
します。国で定められて実習期間だけでは見えてこなかった保育実践の様々な課題を大
学に持ち帰り、学生主体で話し合って次の実践に活かしていく学びです。既習の知識や
技能を高めることはもちろん、自分の保育者観を育て、社会人としての基盤を固め確か
な保育実践力を伸ばしていきます。この他にも保育入門演習、保育ボランティア、子育
てサロン「ぷっぷぁ」への参画、レクリエーション、パラスポーツのボランティア等多
くの現場体験を重視した学びを通して、本物のチカラを身につけていきます。
　また、幼稚園教諭二種免許状や保育士資格取得はもちろんですが、3年制だから学べ
る特色ある+αの学びとして、「特別支援教育」「音楽」「造形」「運動」と多岐にわたる
分野の専修科目を用意しています。そして、認定療育士、音楽療法士（2種）、准学校
心理士、初級パラスポーツ指導員、レクリエーション・インストラクター、認定ベビーシッ
ター等の資格も取得が可能です。自分の得意分野を保育実践で活かせることは、自分ら
しく輝けることであり、子どもにとって魅力的であこがれる存在となることでしょう。
　幼児期は、様々な直接体験・あそびを通して周囲の人やもの・社会のあり様を学び、
人としての土台を築く重要な時期であります。その場面に関わることができる保育者は、
喜びとともに重い責任を背負うことになります。しかし、子どもの笑顔を毎日見ること
ができ、とても幸せを感じることができる仕事でもあります。「保育者になりたい！」
という夢に向かって、幼児教育・保育に関する専門知識だけでなく、授業や様々な経験
を通して感性をみがき、社会人基礎力を身につけ自己有能感を高めていってほしいと思
います。また、仲間と共に学生生活を楽しく過ごし、時には切磋琢磨しながら学び合い、
充実した3年間となることを願っています。
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　デザイン美術学科紹介の冒頭、最初にお伝えしたいことがあります。稀代の画家、パ
ウル・クレーのことばです。「カタチと造形とは違う」です。似たことばに感じるでしょ
うが、2つの違いは重要です。
　カタチとは、この世にすでに存在するものです。マル、サンカク、シカク（〇△□）
のように、それを耳にしたとき、自然と脳裏に浮かび上がってくれる形状たちです。既
知の存在です。
　対する造形とは、未知なる形状を創り出すことです。言い換えるならば、造形とは、
これまで誰も見たこともなかった存在の追求です。本デザイン美術学科で学修する者た
ちには、この「造形」を極めてもらいます。
　本学科には3コースがあります。各表現方法、作品が求めるもの、また身に着けるべ
き技術の内容は異なります。しかし共通しているものがあります。誰も見たこともなかっ
た存在を追い求めていく姿勢です。
　3コースの特徴は以下になります。
１）　マンガ・コミックイラストコース：読者・オーディエンス（観る側）たちに勇気

と希望、夢を与えることを目的とする創作の内、最も身近にある存在です。学修
者は、魅力あふれるキャラクタ、心ときめかせる世界観、そして感動を与えるストー
リー＆プロットを「造形」していきます。

２）　ゲーム・ＣＧコース：ゲームとは体験できる仮想現実です。その中で繰り広げら
れる感動の世界とはどうあるべきか、キャラクタや世界観、そして、プレイヤー
がゲームの中で対面する仮想と現実との臨場感（緊張感）を、如何にして「造形」
していくかが求められます。

３）　メディアデザインコース：社会の中に生じる様々な課題。それらをデザインと情
報（メディア）との力で解決していくのが本コースの本懐です。本コースでは、マー
ケティングやユニバーサルデザイン等で実績のある、様々なフレームワーク（思
考の道具）を利用し、解決策を「造形」していきます。

　デザインや美術を設置する機関は増え続け、本学のように学位（短期大学士）を取得
できる大学に限ってみても総数は200近くにも上ります。まるで専門科目が一般教養科
目に追いつく勢いです。さらにまた生成AIの進化は著しく、画像生成や動画生成は、今
や一般人でも容易に制作可能になってきています。
　この変化著しい環境の中で、異種の存在を「横断的」に取り入れることは重要です。
何故ならば、異種同志が刺激し合い、調和し合うところにこそ、「未知」が隠されてい
るからです。
　学生と教員との距離が密接な少人数制の本学科では、異種の存在（3コース）を「横
断的」に取り込むことが容易です。つまり本学科の最も大きな長所の一つとは、3コー
スを上手に刺激させ調和させながら、未知を「造形」できることなのです。デザイン美
術学科新入生の皆さんには、この長所を最大限に利用した「造形」を期待いたします。
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　音楽総合学科には、「ピアノコース」、「電子オルガンコース」、「ウインドアンサンブルコース」､「管

打楽器リペアコース」、「音楽療法コース」、「ウインド・リペアコース」の6コースがあります。

　「ピアノコース」は、音楽的知識や音楽基礎力を身につけ、音楽を総合的に学びながら、ピアノ

演奏の確かなテクニックや豊かな表現力など、多彩な演奏力を養います。実技レッスンやグレー

ド対策など、一人ひとりに合わせた充実したマンツーマン指導を通して、確実に知識や技術を修

得し、音楽教室講師をはじめ楽器店など音楽関連や、個々の希望する進路の実現を目指します。

　「電子オルガンコース」は、電子オルガンならではの臨場感あふれる音楽表現を目指し、電子オ

ルガン演奏に必要なテクニックや知識、多様な演奏スタイルを学び、豊かなサウンド・表現力を

追求します。ピアノコース同様、2年間の充実したマンツーマン指導によって、音楽教室講師や楽

器店スタッフ、その他の進路に向けて幅広く学修します。

　「ウインドアンサンブルコース」は、吹奏楽に関する専門的な知識や演奏技術を身につけ、数多

くの依頼演奏や定期演奏会における演奏活動によって確かな実践力を磨きます。また、音楽総合

特講などの授業を通じて、公務員音楽隊をはじめ、楽器店や一般職に就くための、総合的な知識

やスキルを学びます。

　「管打楽器リペアコース」は、管楽器、打楽器の修理を学ぶコースですが、各楽器のリペア技術

を学ぶ「リペア基礎・応用」、歴史や知識を学ぶ「管楽器・業界研究」、各楽器の奏法を学ぶ「楽器奏法」

など、リペアに必要な内容を多方面から学びます。リペア技術の見極めや楽器店等での接客対応

という実践的な要素を学び、成績優秀者は､ヤマハ㈱主催の技術評価を受験することが可能です｡

　「音楽療法コース」では、福祉現場への就職を念頭に置き、関連職種と良好なコミュニケーショ

ンを取ることができ、対象となる方の生活の質の向上に貢献できる音楽療法士の育成を目指して

います。高齢化社会が到来している現在、音楽療法士のニーズは高まっています。本学近隣の福

祉医療施設における実践の機会を数多く設け、実際の現場から得られる学びを大切にしています。

　「ウインド・リペアコース」は、１年次にウインドアンサンブルコースの演奏系必修授業と管打楽

器リペアコースの技術系必修授業を履修し、演奏スキルと修理技術スキルを身につけるコースで

す。1年次はじっくりと両コースを学び、2年次にはそれぞれのコースでさらなる向上を図ります。

　2年次には、各々の希望進路に応じてのコース分けを行い、就職に特化したカリキュラムを編

成しています。「各コース専門職」、「総合楽器店」、「一般職」を柱とし、各コースの特性を活かし

た細かなカリキュラムにより、卒業後を見据えた教育を行います。

　更に希望者は（除 管打楽器リペアコース、ウインド・リペアコース）、全国音楽療法士養成協議

会認定の「音楽療法士（2種）」を取得することができます。

　音楽を土台に、各コース･他学科との交流の場が増え、親睦も深まり、総合的な知識、偏らない

中庸の精神を基に、将来の夢に向かって第一歩を踏み出していきます。皆さんにとって、自分の

道を決定していく大切な2年間でもあり、教員も皆さんの目標達成に向け最良の教育が行えるよ

うに努力しています。

　また、各種演奏会や学外でのボランティア活動など活躍の場は沢山ありますので、個々の積極

的な取り組みを期待します。
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　昭和23年（1948年）に歯科衛生士法が制定されたことで歯科衛生士の資格が定められ、
その業務内容が規定されて本邦での歯科衛生士養成の歴史が始まりました。そして昭和
49年（1974年）、歯科衛生士の養成を目的とした本学が開設されました。
　本学では、専門的知識と技術とともに豊かな教養と人間性を備えた人材の育成を行
なっています。加えて、さまざまな専門職と連携・協力し、あらゆる医療・介護ニーズ
に対応できる歯科衛生士の育成を目指しています。具体的には、「全身に関わる医学的
知識をもった歯科衛生士の育成」、「口腔の健康を支援できる歯科衛生士の育成」「コミュ
ニケーション能力を備えた歯科衛生士の育成」「地域貢献ができる歯科衛生士の育成」
の四項目を柱にすえた教育を行なっています。
　現在、全国に183余の歯科衛生士養成校がありますが、本学のような短期大学は16校、
大学は14校のみで、ほとんどが専門学校（153校）です。本学では、歯科衛生士国家試
験資格とともに、国際的に通用する短期大学士（歯科衛生学）という学位を取得するこ
とができます。
　日本は超高齢社会のトップランナーであるため、健康寿命の延伸を図り、活力のある
社会を維持することが喫緊の課題となっています。また近年、口腔の健康増進が老年病
を予防し、高齢者の生活の質（QOL）を維持するために重要であることがわかってき
ました。そのようなことから、歯科衛生士の活躍の場は地域住民への歯科保健指導や高
齢者・要介護者の支援等まで拡がっています。口腔の健康とともに全身の健康をサポー
トする医療職として、歯科衛生士の果たす役割は今後益々大きくなっていきます。
　本学のカリキュラムでは、臨床医学に関する講義を積極的に実施しています。加えて、
看護や介護の知識を習得することで、他職種とのチーム医療が行える、また看護や介護
の場において的確な口腔管理が行える歯科衛生士の養成を目指しています。特に、2年
次後期からの臨床・臨地実習では、すべての年代の有病者に対応できるよう、ライフス
テージ別の実習内容を構成しています。胎児期・幼児期の保護者を対象とした実習、幼
年期・少年期を対象とした生涯にわたる健康な口腔の基盤作り、青年期・壮年期におけ
る口腔の健康維持・増進のための実習、老年期・衰退期（要介護期）の口腔の管理等、
多面的・総合的な実習を行なっています。本実習には、岐阜県や大垣市はもとより、近
隣の市町村の歯科医師会の協力のもと、歯科医院での研修を実施しています。加えて、
総合病院の歯科・口腔外科、介護老人保健施設、介護老人福祉施設、保健センター、学
校などでの実習を取り入れ、総合的な臨床能力を育成しています。
　本学では、歯科保健・医療・福祉の総合的知識を有し、超高齢社会で活躍する口腔ケ
アスペシャリストの育成を目指しています。同時に、自立して生きていくための人間力
と生涯にわたり学び続ける力を育みます。自らが主体的に学ぶ心を大切に、勉学の楽し
さと時には厳しさを体得しながら、ビオトープのある自然あふれたキャンパスで充実し
た学生生活を送ってほしいと思います。
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